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表2：歯科衛生士用・歯科医師用問診票活用についてのアンケート結果
内 容 件　　数
1）受付時間・診療時間が短縮した （5人中5人）
2）充分な情報収集ができるようになった （5人中5人）
3）活用しにくい点があった
　（1）文字が細かく見づらい部分がある
　（2）ポルトガル語で病名記入があった際には，
　　訳と確認が必要であった
日本語・ポルトガル語辞書による翻
（5人中2人）
4）追加項目が必要と考えられた：全身既往や家族歴などについても記載出来た方が
　　良い
（5人中1人）
5）今後も活用が望ましい （5人中5人）
6）その他，感想・気づいたこと
　（1）日本語の語学力が満足でないブラジル人患児の保護者の問診に際して，非常に
　　有用であった．
　（2）小児については，本学病院の当直への急患での受診もあるため，他診療室でも
　　活用がのぞまれる
　（3）処置内容に関する説明・保健指導や定期検診の重要性・必要性について伝えら
　　れるリーフレットがあるとよい
　（4）ポルトガル語併記の母子手帳を普及させることや，歯科治療の記録を母子手帳
　　に記入することも大切なこととおもわれる
（5人中3人）
表3：グループ・ディスカッションの意見
1）「診療時間の短縮，充分な量の情報収集が可能となり，有用で今後も活用が望ま
　　しい」という意見
（6人中6人）
2）診療や定期健診時のサポートとして「既往歴の確認の際，人体の絵などのコミュ
　ニケーション・ボードの使用も有用ではないか」，「診療前後に必要な治療内容の
　説明（図や写真）のポルトガル語のボードやパンフレット等もあるとよい」とい
　　う意見
（6人中6人）
3）他の病院や行政などの対応についても調査する必要があるという意見 （6人中6人）
よるグループ・ディスカッション表3に示すよ
うな意見が述べられ，今後は，既往歴確認の際
に，人体の絵などのコミュニケーション・ボー
ドの使用や，診療前後に必要な治療内容の説明
（図や写真）のボードやパンフ1／ットなどもあ
ると良いという意見であった．また，全員が問
診票の有用性と今後の継続使用が望ましいとい
う意見であった．
考 察
1．日系ブラジル人増加の背景と実態
　日本では2003年には4．9％（約20組に1組）の
日本人が外国人と結婚しており，両方または片方
の親が外国人のこどもの割合は全国で2．9％，34
人に1人である．さらに，外国人集住地域のある
保育所では8割を超えるこどもの親が外国人であ
る施設がある．こどもの親のルーツ，人種，文
化，宗教，言語は実に多様化し，社会は確実に国
際化しており，「多文化共生社会」の概念はあら
ゆる分野で認識され浸透していくことが望まれて
いる2）．
　現在，日本における外国人登録者は，韓国・北
朝鮮・中国に次いでブラジル（274，700人）が多
い．特にブラジル人は1990年代のバブル景気後期
に労働力不足解消のため，日系人に限り就労を可
能にする措置が例外的にとられたため，新規入国
者はこの10年間で約4倍，20年間では約50倍とな
り，自動車産業・電気機器・食品などの製造工場
千人
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設置している診療所もある2）．
　また，医療機関や地域保健センターに，在日外
国人向けのパンフレットを設置する必要性が報告
されている6）．
　本学病院のある塩尻市でも，予防接種の実施時
に，日本語の他，英語，中国語，ポルトガル語の
問診票が用意されており，生活相談の職員とし
て，日系ブラジル人が支援にあたっている．
　また，群馬県，栃木県医師会のように12ケ国語
による診療マニュアルを作成して各医療機関に配
布しているところもある．
2．本学病院における外国人初診患者数の推移に
　ついて
　1995年から2005年の本学病院における外国人初
表4：県別外国人登録者
県　別 全人口　　外国人　　　　　　　　　　全人口比（1．000人）　　登録者
（人）
70
1）愛知県
2）静岡県
3）長野県
4）三重県
5）群馬県
6）岐阜県
7）埼玉県
8）神奈川県
9）茨城県
10）滋賀県
7，043
3，767
2，215
1，857
2，025
2，108
6，938
8，490
2，986
1，343
47，561人　　0．68％
35，959人　　0．95％
19，945人　　0．90％
15，358人　　0．80％
15，325人　　0．74％
14，809人　　0．71％
12，831人　　0．18％
12，295人　　0．14％
19，803人　　0．36％
10，125人　　0．74％
法務大臣官房司法法制部「出入国管理統計年報」第
40（2001年版）と総務省統計局「日本の統計」（2006
年版）より作成
が多くある県に集住している（図2）（表4）．
　在日ブラジル人の生活環境は，残業により日本
語を勉強する時間がない人が多く，その結果，日
本語を話せない人達が多いとの報告があり，病気
の際は正確な意思疎通は困難である3）．また，日
本の母子保健サービスを受けるには日本語で対話
できるか，理解できないと利用に困難を要し4），
NPOがおこなっている多言語による電話相談で
は，ニューカマー（定住した外国人労働者）から
の母子保健や治療に関する問合せや相談が多数寄
せられているといわれている3）．
　この対策として，外国版の母子健康手帳の作成
や地域保健センターなどの乳幼児健診の開催日に
通訳を配置したり5），各国語の問診票を作成して
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表5：保護者の語学力
内 容 件　数
1）日本語の会話があまり出来ない（合計7件）
　（1）通訳同伴（問診票にあまり記載がない）
（2）患児の姉（小5）が通訳して会話した
（3）日本語があまり話せない
1件
1件
1件
2）日本語の会話は出来るが読み書きはあまり出来ない（合計8件）
　（1）問診項目をすべて口頭で聞き取ることができた
　（2）日本語は話せるが読み書き困難であった
　　（a）漢字が読めない
　　（b）簡単な漢字を記入することが可能であった（名前程度）
5件
2件
1件
3）日本語堪能，漢字記入可（1件） 1件
診患者数は1年間に平均約400人で，その1割は
小児歯科の受診者であった（図3，図4）．
　小児歯科ではカルテの他に院内プロトコールを
作成しており，初診時のブラジル人保護者の語学
力について歯科医師が記入したコメントから，保
護者が問診票に記入する際の困難さが窺えた（表
5）．
　また，医療面接の時間が長くなる傾向があり，
患児の疲労や行動管理に影響があると考えられ
た．
3．得られた情報と今後の課題
　今回，日系ブラジル人に対して，日本語とポル
トガル語を併記した小児歯科問診票の試用やアン
ケート調査および，グループ・ディスカッション
による評価をおこなった結果，日本語を話すこと
が出来ない外国入患者の保護者への対応について
理解を深めることができた．今後は，既往歴や病
名等を確認するためのコミュニケーション・ボー
ドの活用や現在使用しているリーフレット（日本
語，英語，ポルトガル語の「麻酔後の注意」，「抜
歯後の注意」，「フッ化物塗布後の注意」，「保隙装
置について」，「定期健診のおすすめ」以外にも
「病名」や「治療内容」説明用のリーフレット作
成について検討する予定である．
　以上1，2，3をまとめると外国人の親を持つ
小児の歯科診療に際しては，言語に対する支援は
重要であり，日本語・ポルトガル語併記の問診票
の活用は有用で，今後も活用することが望ましい
と考えられた．また，今後の課題としてコミュニ
ケーション・ボードやリーフレットの活用があげ
られた．
　筆者らは，初診の際には国籍や理解言語，宗教
を尋ねることにより，文化の違いによる様々な混
乱を避けられると考えている．また，異文化理解
のための医療従事者側の学習も必要と考えられ
る．さらに，診療に際しても麻酔などの使用に際
しては充分な説明をすることで，親子のパニック
を予防できると考えられた．
　筆者らの臨床経験では，ブラジル人の保護者は
審美的な関心が高く，避けられない抜歯には特に
丁寧な説明とインフォームドコンセントが必要で
あった．乳前歯の保隙装置としてブリッジを要求
することもあり，歯科矯正治療などすべての治療
が医療保険で可能であると考えている保護者もい
るため，医療保険制度についてのリーフ1／ットの
必要性も示唆された．
結 論
　今回，ブラジル人患児の保護者を対象とした日
本語・ポルトガル語併記の問診票を作成し，活用
したことにより，保護者の語学支援と診療時間の
短縮や必要最低限の情報収集が可能であり，受診
者側と医療従事者側の双方に有益であることが示
唆された．
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